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「あなたの分析室Ｗｅｂシステム｣ 過去データから最新の分析結果、分析の進捗状況まで 

あなたのパソコンからいつでも好きなときにご確認いただけます。 

まずは、お問合せください。 

今すぐ、結果が知りたい！っと思った事ありませんか？ 業界初新サービス、しかも無料！ 

 
環境省では、平成１６年１２月１日から平成１７年１１月３０日までの１年間の全国の廃棄物焼却施設（一般

廃棄物焼却施設と産業廃棄物焼却施設）における排ガス中のダイオキシン類濃度の測定結果等につ

いて調査しており、その結果が公表されました。 

この１年間に全国の廃棄物焼却施設から排出されたダイオキシン類の総量は、約１３５グラムと推計

されました。その内訳は、一般廃棄物焼却施設からのものが約６２グラム（前年比２グラム減少）、産業

廃棄物焼却施設からのものが約７３グラム（前年比４グラム増加）でした。これは、昨年の同期間（平成１

５年１２月１日から平成１６年１１月３０日まで）における廃棄物焼却施設からのダイオキシン類の推計排出

量約１３３グラムと同程度です。 

また、昨年６月２４日に変更した「我が国における事業活動に伴い排出されるダイオキシン類の量を

削減するための計画」では、今後、老朽化した施設の更新が行われることを踏まえて、平成２２年に、

廃棄物焼却施設からの排ガス中のダイオキシン類排出量を平成１５年の１４５グラムに比べ約３０％削減

することを目標としています。なお、平成１７年の実績では平成１５年に比べ約７％削減されています。 

 また、平成１２年９月に策定された「我が国における事業活動に伴い排出されるダイオキシン類の量

を削減するための計画」では、平成１４年度末に廃棄物焼却施設からのダイオキシン類排出量を平成９

年に比べ、約９２％削減することを目標としていましたが、平成１５年の実績では約１４５グラムと約９

８％削減されており、目標を達成しています。 

 

 当社では、発生源試料（排ガス、燃え殻、飛灰、排出水、廃酸、廃アルカリ、汚泥）、環境試料（一般環境

大気、土壌、底質、環境水、地下水等）、作業環境、原水、浄水、実験試料などのダイオキシン類の分析

が可能です。お気軽に当社営業までご相談下さい。 
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機器分析箇所 戸邉真一 

 

 

廃棄物焼却施設の排ガス中のＤＸＮ類濃度等について

http://www.knights.co.jp

